
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-121 高等学校 商業 ソフトウェア活用                

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

                         

 

１．編修の基本方針 

 

（１）幅広い知識と教養を身に付けられるように，学習要素をもれなく扱った。 

（２）職業及び生活との関連がわかるように，できる限り身近な例を扱った。 

（３）座学が中心の部分では，考察事例を冒頭に記載し，実習に関する部分については，

例題を中心に取り上げて説明するようにした。また，イラストや画面図なども多数

用いて理解を助ける工夫をした。 

（４）主体的に社会の形成に参画する態度を養えるように，簡単なネットワークの構築や

設定，システム開発の技術を身に付けられる例を扱った。 

（５）主体的かつ対話的で深い学びが出来るように，知識だけではなく，分析して考察す

る学習も取り入れた。 
 

２．対照表 

 
 

 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 
第１章 

企 業 活 動 と ソ フ ト ウ ェ ア の  

活 用  

・生徒の知的好奇心に応えられるよ
うに，補足的な内容を「豆知識」と
して設けた（第１号）。 
 
・学習する内容が，実社会でどのよ
うに役立てられているかを示し，学
ぶ知識がビジネスでどのように活用
されているのかが理解しやすくなる
ように配慮した（第２号）。 
 
・インターネットでビジネスを行う
場合や，スマートフォンなどを利用
して決済するときの情報の流れや注
意点などを紹介した（第２号）。 
 
・教科書に登場する人物の男女バラ
ンス（人数）が偏らないように配慮
した（第３号）。 
 
・ＡＩを利用した農業のしくみや，
これからのエネルギーシステムにつ
いて取り上げた（第４号）。 
 
・探究問題で話し合う場面を取り入
れることで，他者の考えを尊重し，
協調できるようにした（第３号）。 
 

p.8，p.12， 
p.13，p.16， 
p.18 
 
p.18～21 
 
 
 
 
 
p.11～13 
 
 
 
 
p.6，p.14， 
p.16，p.18 
 
 
p.19，p.21 
 
 
 
p.22 



 

第２章 

情報通信ネットワークの活用 
・ネットワークにおけるＬＡＮの規
格やＬＡＮケーブルの規格にはいろ
いろな種類があることを示した（第
１号）。 
 
・さまざまな構成や接続方法をイラ
ストで示すことで，主体的に学びや
すくするようにした（第２号）。 
 
・教科書に登場する人物の男女バラ
ンス（人数）が偏らないように配慮
した（第３号）。 
 
・探究問題でお互いに紹介し合う場
面を取り入れることで，他者の考え
を尊重し，協調できるようにした
（第３号）。 
 

p.28，p.37 
 
 
 
 
p.27，p.30， 
p.36，p.38 
 
 
p.27，p.30， 
p.32，p.40， 
p.47 
 
p.60 

第３章 

表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用  
・表計算ソフトウェアに係る幅広い
知 識 と 教 養 を 取 り 上 げ た （ 第 １
号）。 
 
・自学自習ができるよう，表計算ソ
フトウェアの各例題は，操作のイメ
ージがしやすい画面展開による説明
とした（第２号）。 
 
・リサイクル工場を練習問題に取り
上げることで，身近で環境の保全へ
寄与できることに興味を持てるよう
にした（第４号）。 
 
・日本の伝統や文化を尊重するとい
う観点から，民芸品をテーマとした
練習問題を取り上げた（第５号）。 
 
・探究問題で発表する場面を取り入
れることで，他者の考えを尊重し，
主体的に考察できるようにした（第
３号）。 
 

p.66～127 
 
 
 
p.68～77など 
 
 
 
 
p.113 
 
 
 
 
p.95 
 
 
 
p.128 
 
 
 

 

 

 

 

 

第４章 

デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア の  

活 用  

・生徒の知的好奇心に応えられるよ
うに，補足的な内容を「豆知識」，
「補足」として設けた（第１号）。 
 
 
・ソフトウェアの操作を学んだうえ
で，自分のアイデアを生かしたもの
を 創 作 出 来 る よ う に し た （ 第 ２
号）。 
 
・教科書に登場する人物の男女バラ
ンス（人数）が偏らないように配慮
した（第３号）。 
 
・探究問題で発表する場面を取り入
れることで，他者の考えを尊重し，
主体的に考察できるようにした（第
３号）。 
 

p.130，p.133， 
p.136，p.139， 
p.140，p.141， 
p.142 など 
 
p.134～165 
 
 
 
 
p.130，p.165 
p.180 
 
 
p.180 



 

第５章 

業 務 処 理 用 ソ フ ト ウ ェ ア の  

活 用  

・グループウェアや販売管理ソフト
ウェア，給与計算ソフトウェアに係
る幅広い知識と実例を取り上げた
（第１号）。 
 
・教科書に登場する人物の男女バラ
ンス（人数）が偏らないように配慮
した（第３号）。 
 
・グループウェアの実習例として，
外国の人たちとの情報交換を取り上
げることで，他国を尊重し，国際社
会の発展に寄与する意識を持てるよ
うにした（第５号）。 
 

p.182～201 
 
 
 
 
p.182，p.183， 
p.189 
 
 
p.186～187 

第６章 
情報システムの開発 

・表計算ソフトウェア，データベー
スソフトウェアを利用したシステム
開発に係る幅広い知識と教養を取り
上げた（第１号）。 
 
・自学自習ができるよう，各例題
は，操作のイメージがしやすい画面
展開とコーディングの例を掲載する
説明にした（第２号）。 
 
・文化・言語・年齢・性別などの違
いを問わず誰もが利用しやすい施設
・製品・デザインであるユニバーサ
ルデザインの記述を取り上げた（第
３号）。 
 
・探究問題でお互いに紹介し合う場
面を取り入れることで，他者の考え
を尊重し，協調できるようにした
（第３号）。 
 

p.204～278 
 
 
 
 
p.217～278 
 
 
 
 
p.212 
 
 
 
 
 
p.215，p.261 

巻末資料 

 
・本文で扱った以外の情報処理関連
の語句を紹介した（第１号）。 
 

p.279～283 
 
 

 見返し ・本書で扱った内容を身近な例をイ
ラスト化して問いかける形式でまと
めており，主体的に学習できるよう
にした（第２号）。 
 
・身近な新しい情報のデジタル化
が，実社会においてどのように応用
されていくかを示した（第２号）。 
 

前見返し 
 
 
 
 
前見返し裏 

 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

（１）国家及び社会の形成者として必要な資質を養えるように，ソフトウェアの操作方法

だけに特化せず，見方を変えることで違った考え方ができる記述（『考えてみよ

う』）を各所で扱った。 

（２）専門的な知識，技術及び技能を習得できるように，用語から，その用語の掲載ペー

ジが検索できるように，できるだけ多くの専門用語を索引に掲載した。 
 



 

                          

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-121 高等学校 商業 ソフトウェア活用                

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

                           

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

「ソフトウェア活用」が，商業科のビジネス情報分野における応用的な科目であること

を鑑み，生徒が興味を持って学習しながら，発展的な内容を無理なく習得できるように，

以下の点について配慮した。  

 

（１）「第１章 企業活動とソフトウェアの活用」では，学習指導要領の「（１）ア ソ

フトウェアの重要性」について取り上げ，「（１）イ 情報通信ネットワークの導入

と運用」と「（１）ウ 情報資産の保護」については，学習の流れを考慮し，第２章

として扱うこととした。 

 

 （２）「第２章 情報通信ネットワークの活用」では，マイクロソフトのＷｉｎｄｏｗｓ

系ＯＳを前提とした実習を取り上げた。また，実習内容は，各学校でのネットワーク

システムの運用状況などを勘案して，平易な内容にとどめ，用語についても，難しい

ものは出来るだけ本文中で扱わないように心掛けた。 

 

 （３）「第３章 表計算ソフトウェアの活用」では，利用する表計算ソフトウェアに，マ

イクロソフトのエクセルを取り上げた。学習指導要領の「（２）イ 情報の集計と分

析」は，科目『情報処理』からの学習の流れを考慮し，１節で扱い，「（２）ア オ

ペレーションズ・リサーチ」については２節で扱うこととした。 

 

 （４）「第４章 データベースソフトウェアの活用」では，利用するデータベースソフト

ウェアに，マイクロソフトのアクセスを取り上げた。１節では，科目『情報処理』か

ら学習してきた表計算ソフトウェアと，データベースソフトウェアとの違いについ

て，それぞれの長所や短所を比較することで，データベースについての理解をより深

めてもらうことを意識した。また，正規化などの少し難しい概念については，一通り

の実習を行ったあとの４節で扱うこととした。 

 

（５）「第５章 業務処理用ソフトウェアの活用」では，部署や部門を問わず，あらゆる

シチュエーションで役立つ「（４）ウ グループウェアの活用」を１節で取り扱うこ

ととした。 

 

 （６）「第６章 情報システムの開発」では，導入部として，１節の「システム開発の基

礎」のなかで，３節の実習に必要となる一般的なシステム開発の手順のほかに，シス



 

テムを開発する際に注意すべき基本的なことを扱うこととした。同様に，２節の「ア

ルゴリズムの基礎」のなかでは，プログラミングに必要となる基本的なアルゴリズム

の手法や流れ図の書き方などを扱った。また，３節では，表計算ソフトウェアとデー

タベースソフトウェアでシステム開発を行う場合，どのような違いがあるか，という

視点でも考えてもらうために項を分け，最後に連携するとどのようなことが出来るか

を学習できるようにした。 

 
（７）実習に関する部分は，例題を中心に取り上げて説明するようにした。また，例題を

もとに考える問題を練習問題とし，章または節・項のまとめとなるような問題を演習

問題として適宜掲載し，各章末には主体的かつ対話的な学習ができるように探究問題

を掲載した。 

 

（８）巻末には，本文で取り上げられなかった情報処理に関連する語句のまとめなどを

一覧の形で掲載した。 

 

（９）前見返しには，本書で扱った内容を章ごとに身近な例をイラスト化して問いかける

形式で示した。後見返しには，学習上の便宜を図るためＳＱＬの文法とマクロの文法

を一覧表の形で掲載した。  
 

２．対照表 

 
 
 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 
該当 
箇所 

配当 
時数 

 

 

 第 １ 章  企業活動とソフトウェアの活用 （ １ ） 企業活動とソフトウェアの活用 p.6 （５） 

１ 節  ビジネスにおけるソフトウェアの活用 ア  ソ フ ト ウ ェ ア の 重 要 性  ～  ２ 

２ 節  ビジネスにおけるソフトウェアの進化 〃  p.22 ３ 

第 ２ 章  情報通信ネットワークの活用 （ １ ） 企業活動とソフトウェアの活用 p.23 (１２) 

１ 節  情報通信ネットワークの導入と運用 イ  情報通信ネットワークの導入と運用 ～  ８ 

２ 節  情報資産の保護 ウ  情 報 資 産 の 保 護  p.60 ４ 

第 ３ 章  表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用  （ ２ ） 表計算ソフトウェアの活用 p.61 (２４) 

１ 節  表計算ソフトウェアを用いた情報の集計と分析 イ  情 報 の 集 計 と 分 析  ～  

p.128 

１０ 

２ 節  表計算ソフトウェアを用いたオペレーションズ・リサーチ ア  オペレーションズ・リサーチ ８ 

３ 節  手 続 き の 自 動 化  ウ  手 続 の 自 動 化  ６ 

 第 ４ 章  データベースソフトウェアの活用 （ ３ ） データベースソフトウェアの活用 p.129 (２２) 

１ 節  ビ ジ ネ ス と デ ー タ ベ ー ス  ア  デ ー タ ベ ー ス の 重 要 性  ～  ２ 

２ 節  デ ー タ ベ ー ス の 作 成 と 操 作  
イ  デ ー タ ベ ー ス の 設 計  

ウ  データベースの作成と操作 

p.180 
１０ 



 

３ 節  手 続 き の 自 動 化  エ  手 続 の 自 動 化   ２ 

４ 節  デ ー タ ベ ー ス の 構 造  イ  デ ー タ ベ ー ス の 設 計   ２ 

５ 節  SQLの 操 作  エ  手 続 の 自 動 化   ６ 

第 ５ 章  業務処理用ソフトウェアの活用 （ ４ ） 業務処理用ソフトウェアの活用 p.181 (１２) 

１ 節  グ ル ー プ ウ ェ ア の 活 用  ウ  グ ル ー プ ウ ェ ア の 活 用  ～  ４ 

２ 節  販 売 管 理 ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用  ア  仕入・販売管理ソフトウェアの活用 p.202 ４ 

３ 節  給 与 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用  イ  給与計算ソフトウェアの活用  ４ 

第 ６ 章  情 報 シ ス テ ム の 開 発  （ ５ ） 情 報 シ ス テ ム の 開 発  p.203 (３０) 

１ 節  システム開発の基礎 ア  表計算ソフトウェアによる

情報システムの開発 

イ  データベースソフトウェア

による情報システムの開発 

～  ４ 

 ２ 節  アルゴリズムの基礎 p.278 ８ 

 ３ 節  情 報 シ ス テ ム の 開 発 演 習   １８ 

 
計 １０５ 

  
 
 



常用漢字以外の使用漢字一覧表 

 

使 用 漢 字      罫 乖 嶋 樫 稟 

初出ページ 67 85 122 128 185 

 

 



 

出 典 一 覧 表 
 

申 請 図  書 出      典 
備 考 

ページ 名   称 種別 名  称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等 

9 

 

15 

 
 

ＤＸの例 

 

デジタルサイネージを利

用した観光案内 
 

画像 

 

写真 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スターバックス  コーヒー 

ジャパン 株式会社 

表示灯株式会社 

 

 

※上記以外は自社作成 

（備考）１ 「申請図書」の欄については次のとおりとする。 

     ① 「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。  

     ② 「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。 

     ③ 「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。 

    ２ 「出典」の欄については次のとおりとする。 

     ① 出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者及び発行年次を各欄に示す。 

     ② 出典が定期刊行物の場合は、発行年次等欄に巻号、発行月日等を示す。 

     ③ 出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付された整理番号等を示すなど、出典を確認することが可能な情  

報を記入する。 

    ３ 出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又は新たに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。 

４ （１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。 

      （２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第 33 条に基づき、掲載する旨を著作権者に通知するとともに、 

         補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること（別途契約を締結する場合を除く）。  

備考 4 の内容について確認しました。 ✔ 



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要

1 2,表4
URL

二次元コード
自社マーク

自社 自社ページURL 一次遷移画面 別紙１添付

2 279 自社マーク 自社 自社ページURL 関連語句の確認問題 別紙１－A添付
（四択問題）

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

学　習　上　の　参　考　に　供　す　る　情　報申請図書
備　考
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別紙１－Ａ 



別紙１－Ａ 
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